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令
和
六
年
度
ス
タ
ー
ト 

令
和
六
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
一
つ
学
年
が
上

が
り
、
新
し
い
学
年
へ
の
期
待
と
意
欲
が
、
子
ど
も
た

ち
の
表
情
か
ら
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に

入
学
式
の
準
備
を
す
る
五
・
六
年
生
の
姿
か
ら
は
、
こ

れ
か
ら
高
学
年
と
し
て
学
校
を
引
っ
張
っ
て
い
く
覚

悟
が
感
じ
取
ら
れ
、
頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
。 

始
業
式
で
は
、
新
し
い
一
年
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た

っ
て
、「
時
を
守
り
、
場
を
清
め
、
礼
を
尽
く
す
」
と

い
う
話
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
哲
学
者
・
森
信
三
氏

の
言
葉
で
す
。
時
を
守
り
は
「
チ
ャ
イ
ム
の
合
図
を
守

る
」
、
場
を
清
め
は
「
無
言
掃
除
」
、
礼
を
尽
く
す
は
「
あ

い
さ
つ
」
で
す
。
日
常
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に

つ
け
る
こ
と
を
、
ま
ず
、
第
一
の
目
標
と
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。 

今
年
度
は
、
学
校
教
育
目
標
を
「
地
域
に
学
び
、
未

来
を
切
り
拓
く
子
ど
も
の
育
成
」
と
し
、
児
童
に
つ
け

た
い
資
質
・
能
力
を
「
主
体

性
・
共
感
力
・
や
り
抜
く
力
」

と
し
て
い
ま
す
。
一
人
一
人

が
、
ど
ん
な
自
分
に
な
り
た

い
か
、
ど
ん
な
力
を
つ
け
た

い
か
、
そ
の
た
め
に
何
を
す

れ
ば
い
い
の
か
を
考
え
て
、

成
長
し
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。 

職
員
紹
介 

 

令
和
六
年
度
の
職
員
体
制
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

太
字
の
職
員
が
今
年
度
転
入
職
員
で
す
。（ 

）
内
は

前
任
校
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

校
長 

髙
田
み
ゆ
き 

教
頭 

成
松
省
治
（
中
央
小
） 

主
幹
教
諭 

定
松
良
彰
（
六
栄
小
） 

１
の
１ 

工
藤
仁
香 

１
の
２ 

下
川 

鈴
加
（
上
益
城
・
津
森
小
） 

１
の
３ 

片
山
春
美 

２
の
１ 

上
野
祐
子 

２
の
２ 

梅
田
祐
子 

３
の
１ 

久
間
由
紀 

３
の
２ 

藤
田
磨
優
（
新
規
採
用
） 

３
の
３ 

宮
本
咲
葵
（
球
磨
・
西
小
） 

４
の
１ 

松
田
公
美
子
（
万
田
小
） 

４
の
２ 

谷
口
瑞
希 

４
の
３ 

坂
梨
廣
人 

５
の
１ 

加
藤
慈
雲 

５
の
２ 

村
上
啓
子 

６
の
１ 

池
田
穂
乃
花
（
宇
城
・
小
野
部
田
小
） 

６
の
２ 

牛
島
晋
治 

ゆ
う
ゆ
う
１ 

野
田
菜
々
恵
（
玉
陵
小
） 

ゆ
う
ゆ
う
２ 

島
田
佳
織 

ゆ
う
ゆ
う
３ 

多
久
好
美
（
玉
陵
小
） 

ゆ
う
ゆ
う
４ 

橋
本
梓 

児
童
支
援 

小
林
明
美 

初
任
者
指
導 

井
上
加
寿
子
（
玉
名
町
小
） 

理
科
専
科 

赤
穂
海
平
（
大
浜
小
） 

養
護
教
諭 

馬
場
晴
子 

事
務
職
員 

鶴
田
幸
奈
（
玉
陵
小
） 

通
級
指
導 

古
閑
朋
子 

支
援
員 

岩
尾
亜
紀
子 

〃 
 

 

宮
川
絹
子 

〃 
 

 

吉
永
彰
子 

〃 
 

 

坂
井
環 

〃 
 
 

坂
下
貴
代
子
（
新
規
採
用
） 

〃 
 
 

市
橋
三
智
子
（
新
規
採
用
） 

図
書
司
書 

中
島
理
恵 

用
務
員 

長
田
元
靖 

〃 
 

 

川
口
榮
子 

教
員
業
務
支
援
員 

小
柳
昭
幸 

Ａ
Ｌ
Ｔ 

プ
ル
ー
ス
・
セ
バ
ス
チ
ャ
ン 

教
職
員
全
員
が
一
致
団
結
し
、「
認
め
、
ほ
め
、
励

ま
し
、
伸
ば
す
」
教
育
実
践
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

 
 

よ
ろ
し
く
ね 

荒
尾
第
一
小
学
校
の
一
年
生 

四
月
九
日
（
火
）
に
入
学
式
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
四
年
ぶ
り
に
来
賓
を
お
招
き
し
、
六
年
生
が
見

守
る
中
で
の
入
学
式
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
指
名
点
呼
で
は
、
し
っ
か
り

と
「
は
い
」
と
返
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
頼
も
し
い
一
年
生
で
し
た
。 

入
学
式
で
は
、
今
年
も
一
年
生
に
三
つ
の
頑
張
っ
て
ほ
し
い
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。 

○
話
を
し
っ
か
り
聞
く
こ
と
（
正
し
く
） 

○
な
か
よ
く
す
る
こ
と
（
や
さ
し
く
） 

 

〇
最
後
ま
で
や
り
抜
く
こ
と
（
た
く
ま
し
く
）
で
す
。 

 

保
護
者
・
地
域
の
皆
様
、
こ
れ
か
ら
一
年
生
が
荒
尾
第
一
小
学
校
で
し
っ
か
り
学
べ
る
よ
う
に
、
見
守
り

を
お
願
い
し
ま
す
。 

明
倫 

荒
尾
第
一
小
学
校
便
り 
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